
2 ア ルファルファに対する施肥量について (畜 試宜地部 )

( 1 ) 背 景 とね らい              。

アルフアルフアに対する適正施肥量を明らかにするため三要素試験を実施し、知見を得た

ので指導上の参考に供する。

( 2 ) 技 術 の 内 容

1)室 素肥料は根粒菌が着生するまでヽ イネ科牧草と同程度の施肥が必要であるが、着生

後は窒素の施肥は不要である。

2)燐 酸肥料は造成時、隣酸吸収係数の 2%の 鱗酸を施用すると播種後 1～ 2年は追肥効

果が認められないが、 3年 目では 10a当 り20k7(刈 取毎 5k7)遣 肥区が最多収であ

った。

| ま たも植物体の適ェ亀曳合有率は 865%(DM)前 後、 Q7″ 以上はぜい沢吸収と

考える。     |

3)加 理肥料は三要素中最も肥効が高く、年間 16a当 り32k7追 肥が最多収であり、ま

た、アルフアルフアの吸収加里に対する施肥加里の比率が111に するにも,2均 であ

ったことから32k7施 肥が必要である。

植物体の礼0合 有率は 20%(DM)以 下では加里欠乏、適正は&0～ &5努 、 40

"以 上はき 沢ヽ吸収と考れられる。

4)跡 地土瑛の置換性加里は土媒 1007当 り30初 ″～40秘 7が 適正と考えられる。_

( 3 ) 指 導上 の 留意 点

根粒菌が着生していない場合は葉色が淡緑色である。

・て4 )関 連課題名

寒冷地におけるアルフアルフア導入による祖飼料品質改善(昭和52～ 56年 )

` 5 ) 参 考資料

(1)岩手県替産試験場成績槻要書(昭和53～ 54年 )Ⅲ l121 北
海道農業試験場研究質料(N86)
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表 2  乾 物 収 量

( )は N無 肥料、地05 とK20中量区を100と した指数

表3  ミ ネラル含有率 (年平均) D M 巧

( )は N無 肥料 P205と K抑 中量区を 100と した指数

表 4  三 要素施肥量に対する吸収比                 k7/10a
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